
口∴二・   （ 
iヾ「こ，・鴫1▼、・・」・こ弟字一軒嵩・フ′；㌔  ■・†－一イ ご，‥：∴1■，  掲準好名㌍一′  ！ミ一寸エニ‘耳1芦澤■・1ノY。二〔  ～∴類．・■1￥1・r  ・，一こ：占、てj ご√ノ亡′呈1    √，・  Jl■lり、連  ご・‥1ごゞ三継・  ご  」：与1         ・・丁∵】1i                  ぺ，㌧  2006／3／15  58067  タカラバイオ株  

式会社   置   ルプミン   

2006／3／15  58068  タカラバイオ株  その他の血液浄化装  有効成分  有  無  無   ハンタウイ  IndianJMed  南インドにおいてはハンタウイルス感染の報告  

式会社  置   胞由来のハ  ルス   Re52005；  これまでに無いが、血清学的な調査の結果、ヒ  
イブリドー  122：211－215   トへのハンタウイルスの感染が絡められたこと  

マの細胞培  が報告されている。   
養液  

2006／3／15  58069  タカラバイオ株  HEV   JpnMedAssocJ  

式会社   置   2005；48：468－  

470   で、2カ月間のインド旅行から帰国後に発熱し、  
パラチフスと診断され治療を受けた。治療後パ  
ラチフス菌陰性下においてGOT、GPT等の上昇が  
認められ、グルカゴンインシュリン療法が開始  
された。E型肝炎ウイルス（HEV）帥A及びHEV－Ig  
Gが陽性であり、E型肝炎と診断された。ⅢⅣ流行  
地域から帰国した患者においてはE型肝炎のスク  
リーニングを行うことが重要であると報告され  
ている。   

2006ノ3／16  58070  東レ株式会社  植込み型医薬品注入  

器  トリウム   ブラジル（9  

滅菌済み血管診断用  ⑧（9中国   

チューブ及びカテー  
テル  

その他の外科・整形  
外科用手術材料（涙  
液・涙道シリコン  
チューブ）  

滅菌済み体内植込み  
チューブ及びカテー  
テル  

合成樹脂製人工血管   
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2006／3／23  58071  ニプロ株式会社  その他の滅菌済み留  有効成分  有  無  無   HCV   仙∋mInstOswald  

置チューブ及びカ  Cruz，Riode  
テーテル（血管内留  Janeiro2005；  
置用カテーテル）  100：ユ17－122   

滅菌済み体内植込み  保有者でありうると示唆された。  
チューブ及びカテー  
テル  

滅菌済み中心静脈注  
射用チューブ及びカ  
テーテル  

滅菌済み人工腎臓用  
留置針  
模型人工肺   

寄生虫感染  Xinetoplastid  
Biologyand  
Disease2005；  
4：1－7   人間では、治療していない場合、アフリカ睡眠  

病は致命的であり、深刻な羅病率を引き起こ  
す。人間と家畜の両方の感染についての報告。  

HEV   TheJounalof  
infectious  学的に診断されている。これらの17症例（9％）が  
Diseases  海外の旅行者とは関係なかった。患者は、55歳  
2005；192：1166－  

72   （76％）。2人の患者が劇症肝炎を引き起こした。  

ブタ連鎖球  四川省でブタ連鎖球菌が集団発生。2005／8／3現  
菌   （http：／／www．叩  

ro．who，int／medi  
a＿Centre／news／n  
ews＿2005＿08＿03．  

htm）  された症状には、高熱、全身倦怠、嘔吐、囁  
気、が含まれ、これに続いて髄膜炎、皮下出  
血、中毒性ショック、そ 
失がある。潜伏期は短く、病状の進展は急速で  
ある。   
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ブタ連鎖球．  ニ．．  
菌   （http：／／m．wp  

ro．who．int／medi  
島＿Centre／news／n  

ews＿20050816．ht  

m）   の患者の職業は、地元の農業従事者や肉屋であ  
り、約80％が男性で、病豚の屠畜や精肉の販売に  
携わっていた人々であった。当局はここまでの  
調査に基づくと、ヒトーヒト感染の証拠は全く  
なく、また、患者の治療に当たっている医療従  
事者にも感染はみられていない。  

鳥インフル  中国においてH5Nl亜型トリインフルエンザのヒ  

エンザ   
005＿11＿17／en／in  
dex．html）  

鳥インフル  中国においてH5Nl亜型トリインフルエンザのヒ  
エンザ   （http：／ルww．wh  

0．int．csr／don／2  
005＿11＿24／en／in  
dex．html）  

鳥インフル  中国においてH5Nl亜型トリインフルエンザのヒ  

エンザ   
005＿1し29／en／in  
dex．html）  ンザのヒト感染例1例確執Java州の16歳の少  

年。患者が入院する5日前に同胞2人が死亡。イ  
ンドネシアでは合計12例の感染症例のうち7例が  
死亡。  

鳥インフル  中国においてH5Nl亜型トリインフルエンザのヒ  
エンザ   （httpソ／ⅣWW．Wh  

0．int．csr／don／2  
005＿12＿07／en／in  
dex．html）  
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業株式会社 衆国  エンザ  http：／／w．cdc．  
ヘパリン使用大動脈  gov／flu／aYian／g  
カニューレ  en‾  ドネシア，カザフスタン，マレーシア，モンゴ  
ヘパリン使用体外式  info／facts．htm   
模型人工肺   ム）から報告されており，これらのアクトプレ  

イクは進行中と思われる。インフルエンザH5Nl  
感染症はトルコ，ルーマニアおよびウクライナ  
の家禽においても報告されている。インフルエ  
ンザH5Nlのアウトブレイクは中国，クロアチ  
ア．モンゴルおよびルーマニアの渡り鳥におい  
ても報告されている。2006年1月7日現在．イン  
フルエンザA（H5Ⅳ1）感染症ヒト症例はカンポジ  
ア，中国，インドネシア，タイ，ベトナムおよ  
び最近ではトルコで数例が報告されている。  
2006年1月9日付けのWHO状況報告書ではトルコに  
おける追加症例10例からのサンプルにおいてト  
リインフルエンザH5サブタイプが検出されたと  
記載されている。これらのサンプルはH5Nl株を  
含んでいるかどうかを決定するために詳細分析  
が行われている。H5Nlアウトブレイク中のヒト  
の健康に対するリスク，ヒトにおけるH5Nlウイ  
ルスに対する治療および予防接種などについて  
記載されている。  

タロイツ  2005年12月未までに英国において変異型クロイ  
フェルト・  
ヤコブ病   

ieh／PDF／pdf2006  

／0604．pdf  あり，アイルランドにおいて4例，米国において  
2例，カナダ，イタリア，日本，オランダ，ポル  
トガル，サウジアラビア，およびスペインにお  
いて各々1例である。国立CJDサーベイランスユ  
ニットによって最近発表されたデータでは，英  
国において2005年にvCJDによる死亡が計5例報告  
され，前年（2004年）の計9例よりも4例少な  
かった。死亡率モデリングの結果は，現在の流  
行の波（epidenicwave）は2000年の死亡28例が  
ピークであり，それ以降は下降していることな  
どについて記載されている。   
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クロイツ’  各種の伝達性海綿状脳症が食物連垂削こ入るのを  
フェルト・  
ヤコブ病   

ieh／PDF／pdf2005  

／0536，Pdf  よぴヒトにおける変異型クロイツフェルト・ヤ  
コプ病の減少の結果，規制が緩められる可能性  
があり、この規制は2001年以降の農場の動物の  
ための餌に肉骨粉を用いることに対する禁止  
や、能動的ウシサーベイランス（ヒツジおよび  

ヤギも含まれるよう拡大された）、2000年10月  
以降に12カ月令を超えていた反勿動物からの特  
定危険部位である主な中枢神経系組織の除去、  
動物副製品についての制限およぴBSE症例検出後  
の処分対策を含んでいる。各措置は見直され，  
定量的リスク評価が良好であった場合は短期お  
よび長期的改正が提案される可能性がある。現  
行の規制によりEUに渡ってBSE症例が大幅に減  
少。2002年記録された8SE症例は2129例で、2004  
年までに850例に減少。陽性のBSE症例の平均年  
令が上昇したことから、BSE汚染が過去の特定の  
期間に発生したという見解が支持される。特定  
危険部位が除去される年令制限はBSEサーベイラ  
ンスからのデータに基づき見直される可能性が  
あり、サーベイランスの規模の縮小などの可能  
性についてロードマップで記載されている。  

クエストナ  2005年，西ナイルウイルスのサーベイランス，  
イルウイル  
ス   gov／mwr／previe  

w／mwrhtml／mm55  
06a2．htm  Epidemiologists（CSTE）はCDCなどからの援助  

を受け，50州および6つの大都市・郡の西ナイル  
ウイルス計画の調査を行った。ヒト，トリ，ウ  
マ，あるいは蚊の西ナイルウイルスについての  
サ∵ベイランスおよび管理計画が．参加した全  
ての州および都市において十分に発展していた  
ことが示された，この評価の結果の概要を報  
告。州，都市・郡におけるサーベイランス括  
軌研究室における検査，予防活軌1999年－  
2005年に，米国においてヒトにおける西ナイル  
ウイルス疾患症例が合計19525例，死亡771例が  
報告されたことなどについて記載されている。   
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狂犬病  Pro姐edMail  
200601021）040  
http：／／www．fort  
h．go．Jp／hpro／bi  
m／hb2141．cgi？ke  
y＝20060102％2DOO  
40   クリームを摂食した個人は暴露された可能性が  

あり、これまでに，45名が狂犬病暴露後ワクチ  
ン接種のレジュメに従って治療を受け始め、間  
題となったミルクが加熱殺菌されていなかった  
可能性があること，ミルク内の微生物検査が実  
施されていることなど発表した。なお、オクラ  
ホマ州保健局当局によれば，狂犬病に感染した  
ウシからの生ミルクを飲用して狂犬病に曝露さ  
れた可能性があるため，さらなる住民が治療を  
受けている。その後、46名からさらに増加し  
て，62名が治療を受けていると当局が発表。米  
国疾病予防対策センターCDCは，死亡したウシの  
脳組織を検査し，州当局が発表したように，狂  
大病に篠息していたと結論した。州疫学官は，  
予備的な州機関でのウシの乳房検査は陰性で  
あったが，CDCによる乳房検査結果は2008年1月  
第1週まで判明しないとしている。  

寄生虫感染  CDC－I瓜ⅣR  Louisiana州公衆衛生当局およびCDCによる，  
http：／／www．cdc．  
gov／mwr／previe  
w／mwrhtml／m55  
02a2．htm  された海産物の消費が原因）。ハリケーン・カ  

トリーナ後に，コレラ毒素非産生性Vibrio疾患  
がLouisiana州およびMississippi州の住民22例  
において報告されたが，コレラの流行  
（epidemic）は確認されず，湾岸住民に対する  
リスクが増加したという証拠はなかった。  
1996－2005年，米CDCに毒素産生性Ⅴ．cholerae  
01が計64例報告され，そのうち35例においてコ  
レラ感染は外国旅行中に起こった。残りの29例  
は米国において感染が起こり，うち22例は湾岸  
の海産物の消費が原因ではなかった。2005年の  
米国のコレラ症例11例のうち7例はハリケーン・  
カトリーナおよびリタ後の10－12月に報告され．  
本報告の2例に加え，グアムにおいて2例が発生  
し，残り3例は外国旅行が原因であったことなど  
について記載されている。   
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／受理日∴    二∴報告者冬 ～ 
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・′ピ‘  ∴∴        ∴ラフ，曹‘こi：：11                        口蹄疲  ProMedMail12  
oct2005   された地に隣接するMatoGrossodoSul州で，  

第二の口蹄疫流行の可能性があるとして調査し  
ている。ブラジルの専門家は，最初のロ蹄疲流  
行地から半径25km以内にあるJapora村で，FMD  
に似た症状を呈する動物を検知した。  

HIV   WHO 成人におけるHIV感染率は特定の国々で低減して  
http：／／YWW．Who．  
int／mediacentre  
／news／releases／  

2005／unaids＿Who  
／en／index．html  

みが必要とされることも示している。ケニア，  
ジンバブエおよびカリブ海地域の数カ国のここ  
数年のHIV感染率低減や、ジンバブェの妊婦、プ  
ルキナファソ都市部め若年妊婦における感染率  
低下についてのエビデンスは『AIDSEpidemic  
Update（AIDS流行最新情報）2005年』において  
発表されている。特定の国々での感染率低減に  
も関わらず，HIV感染者として生活する数はカリ  
プ海地域を除く世界全域において増加し続けて  
いる。2005年、規感染症例500万例が追加され  
た。全世界では推定4030万人がHIV感染者として  
生活しており，最高レベルに達している。2005  
年，300万人以上がAIDS関連疾患で死亡し，この  
うち50万人以上が′j、児であった。報告によれ  
ば，東ヨーロッパおよび中央アジアおよび東ア  
ジアにおいてHIV感染症の最も急速な増加が起  
こっているが、サハラ以南のアフリカ諸国は世  
界で最も影響を受け，新規感染の64％が発生し  
ている。その他HIV治療の効果，HIV予防強化に  
対する将来のチャレンジなどが記載されてい  
る。   

2006／3／31  58075  カーディナルへ  滅菌済み体内留置排  ヘパリン  ブタ小腸粘  米国・カナ  有効成分  有  4正  無   寄生虫感染  Office   2005年7月1日より発生。豚コレラの発症数とし  

ルス・ジャパン  液用チューブ及びカ  （ナトリウ  膜   ダ  International  て、3エリア合計で疑い例2Z9頭，発症40頭，死  

228株式会社  テーテル   ム塩）  壷sEpi乙00ties  

Dise8SeS  
Inf－ormation  

8／12／2005   
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口蹄疫  Offic（！  MatoGrossodoSul州及びParan畠州にて2OO5年9  
International  
de5Epizootie5  
Diseases  での感染例は確認されていない。  
Information  

2／2／2005  

鳥インフル  
エンザ   ンターが同国で18例目のH5Nlインフルエンザヒ  

ト症例を確定したと報告した。この新規確定症  
例により，トルコにおける総症例数は21例とな  
り，そのうち4例は死亡した。21例中19例が4才  
～18才の小児で，トルコ81県中Agri，Ankara，  
Kastamonu，Corum，Samsun，Van，Sivas，  

SanliurfaおよびSiirt県から報告されているこ  
となど。インドネシアー2006年1月19日，WHOは  
インドネシア保健省がさらにH5Nlトリインフル  
エンザウイルスによるヒト感染症例1例を確認し  
たことを報告した。症例はジャカルタ病院の産  
科病棟で助産師として勤務する29才の女性で，  
2005年12月31日に発症，2006年1月2日に入院，1  
月11日に死亡した。この症例は．2005年以降の  
インドネシアにおける17例目の症例で，そのう  
ち12例が死亡したことなど。中国一2006年1月14  
日，肺10は中国衛生省が同国9例日のH5Nlトリイ  
ンフルエンザウイ／レスによるヒト感染症例を確  

乾したと報告した。症例は中国南西部（Sichuan  
省）の35才の女性で，2006年1月3日に発症，1月  
10日に発熱と肺炎の症状のため入院し，1月11日  
に死亡した。報告された9例のうち6例が死亡し  
た。  

鳥インフル  
エンザ   

Alertar】d  コ、ベトナム）における発症例は161，うち死亡  
Response  例は86。   
2／2／2006   
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グロイツ、  
フェルト・  （Vcjd）の存在が報告されてから．プリオン病  
ヤコブ病   は人猷共通感染症と認識されるようになった．  

2001年には我が国でもBSE感染牛が見つかり，  
大きな社会問題となった．欧州における8SE発  
生は減少傾向にあり，英国におけるVcjdの発生  
も減少傾向が認められるが，欧州以外の国での  
BSEの発生，輸血によるVcjdの伝播，日本にお  
けるVcJd患者の発生など，危惧していたことが  
次々に現実となった．BSEの感染拡大防止と撲  
滅には，BSEスクリーニング／サーベイランス，  
特定危険部位の除去，飼料規制の継続が必要で  
ある．また．輸血用血液，医薬品原料などのプ  
リオン汚染を摘発して排除するた捌こは，高感  
度プリオン検出技術の開発が望まれる．さら  
に．人プリオン病の治療法確立も重要な課題で  
ある．  

ウェストナ  米国において、ArboNETを介して米CDCに報告さ  
イルウイル  れた暫定的酉ナイルウイルスサーベイランス  
ス   データの概要。2005年12月1日現阻米42州の  

596郡からヒトにおける酉ナイルウイルス疾患が  
合計2744例報告され，これらの症例のうち1165  
例（42．5％）が酉ナイルウイルス神経侵襲性疾患  
（髄膜炎，脳炎または急性弛緩性麻痩）（うち  

85例（7．3％）が死亡），1434例（52．2％）が西ナ  
イル熱（うち4例（0．3％）が死亡），米45州の  
583郡から酉ナイルウイルスに感染した死亡した  
トリが合計5204例報告されていること，ヒト以  
外の哺乳筆削こおいて西ナイルウイルス疾患が合  
計1089例（ウマ1072例（98．4％），イヌ5例，リ  
ス6例，特定されでいない動物種6例）が報告さ  
れていることなどについて記載。   

2006／3／31  58076  ユニチカ株式会  中華人民共  
杜   心静脈用カテーテル  和国   

ウロキナーゼ使用繋  
急時ブラッドアクセ  
ス留置用カテーテル  
ウロキナーゼ使用胸  
部排液用チューブ  
ウロキナーゼ使用中  
心静脈用チューブ  
ウロキナーゼ使用オ  
プチュレーク   
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、静脈用  手   
ロキナ  
、時プラ  
留置用  

ロキナ  
排液用  
ロキナ  
、静脈用  
ロキナ  
チエレ   
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